
［あたりまえに食べられることの喜び］ 講師：執行医師

・正しい嚥下とは：食べるという行為は本来、心豊かで楽しいこと
・摂食嚥下紹介とその原因：器質的原因(通らない)、機能的原因(動かない)
・ふだんの対応と心構え：最低診ておくべきポイント
・急変時：窒息の原因
［お口の中を覗いてください！］ 講師：大黒歯科医師
・口腔内の疾患：食物残渣の停滞、歯周病、う蝕、清掃不良の義歯、褥瘡性潰瘍、舌苔他
・様々なｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ：歯数が多い程、また義歯による機能回復をする程認知症発症が少ない
・訪問診療：神戸市と神戸市歯科医師会が行っている訪問診療
［介護現場における口腔衛生管理と多職種連携の重要性］ 講師：江尻歯科衛生士
・口腔健康管理について
・口腔衛生管理に歯科衛生士が関わる重要性

・日常口腔ケアの留意点    

2023年11月30日(木)14:00～16：00 ハイブリッド開催(プレンティホール・Zoom)

第24回 医療・介護関係者による研修～地域で生きるために～

「食べる力を高めるのに大切なこと」

座 長： 神戸市西区医師会 会長 マスイ耳鼻咽喉科 院長 増井 裕嗣 氏
講 師： 「あたりまえに食べられることの喜び」

執行耳鼻咽喉科クリニック 院長 執行 良彦 氏
「お口の中を覗いてください！」
だいこく歯科医院 院長 大黒 博司 氏

「介護現場における口腔衛生管理と多職種連携の重要性」
兵庫県歯科衛生士会 江尻 真美 氏

研修会報告

摂食・嚥下機能に関する知識を深め、在宅生活を支える医療・介護連携支援を考える研修
会となりました。
研修会には13職種54名の方々にご参加頂きました。

《講演内容 一部紹介》

《質疑応答：一部紹介》
Q：西区に訪問でVE検査をしてくださる病院はありますか？
A:西区内にはない。近隣ではときわ病院(三木市)が病院より半径16㎞以内なら訪問での
VE検査可能。但し正確な治療計画を立てるためには、一度来院頂きVFを撮影した方がよ
り正確で安全である。

【成 果】 (アンケートより一部抜粋)

歯科医師）・食べるということの大切さを痛感いたしました
薬剤師）・高齢者を取り巻く状況を把握するに至り参考になりました
看護師）・食後の口腔ケアについて利用者に指導を行っていきます
リハ職）・対応のやり方、歯の大切さなど勉強になりました
管理栄養士）・嚥下機能の低下、認知の状況や呼吸機能等最低限診ておくべき事を業務に

いかしたい
包括）・受診や緊急性の判断の目安を示していただきわかりやすかったです。医師や歯科医

師の先生方の各々の役割、実際の取り組みを知ることができました
ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ）・嚥下機能とは、具体的に身体がどう動くべきなのかを知ることができた

・嚥下機能が身体に及ぼす影響、口腔ケアの重要性
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